
説
経
の
諺
使
用
　

　

柏　

原　
　
　

卓

一
．
は
じ
め
に

本
稿
で
は
高
野
山
を
舞
台
に
し
た
説
経
「
刈
萱
」
を
中
心
に
、
下
層
民
の
芸
能
で
あ
る
説
経
に
お
い
て
、
諺
や
慣
用
句
が
ど
の
よ
う

な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
も
そ
も
諺
と
慣
用
句
の
定
義
は
色
々
に
な
さ
れ
て
来
た
が
、
本
稿
で
は
深
入
り
を
避

け
て
考
察
に
必
要
な
範
囲
で
参
照
す
る
に
留
め
る
。

説
経
「
刈
萱
」
は
、
信
濃
善
光
寺
の
親
子
地
蔵
が
前
世
は
人
間
だ
っ
た
と
説
く
本
地
語
り
の
音
曲
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
加
藤
左
衛
門
重
氏
は
九
州
六
か
国
の
領
主
で
あ
っ
た
が
無
常
を
悟
っ
て
出
家
し
法
然
上
人
の
黒
谷
を
経
て
高
野
山
に
籠
り
刈

萱
道
心
と
名
乗
る
。
出
家
の
折
に
胎
児
で
あ
っ
た
石
堂
丸
が
十
三
歳
と
な
り
母
と
共
に
父
を
訪
ね
て
黒
谷
か
ら
高
野
山
に
至
る
。
女
人

禁
制
の
た
め
石
堂
丸
一
人
が
母
を
麓
の
宿
に
置
い
て
高
野
山
中
を
多
く
の
聖
に
事
情
を
説
明
し
つ
つ
探
し
回
る
。
た
ま
た
ま
出
会
っ
た

父
刈
萱
道
心
は
、
話
を
聞
い
て
息
子
石
堂
丸
と
悟
る
が
、
修
行
の
誓
い
を
貫
く
た
め
名
乗
り
た
い
気
持
ち
を
抑
え
、
自
分
は
相
弟
子
だ

が
彼
は
病
死
し
た
と
偽
る
。
傷
心
の
石
堂
丸
が
宿
に
戻
る
と
母
は
亡
く
な
っ
て
い
た
。
石
堂
丸
は
相
弟
子（
実
は
刈
萱
）を
頼
っ
て
母
の

野
辺
の
送
り
を
す
る
。
こ
の
時
も
刈
萱
は
名
乗
ら
な
い
。
石
堂
丸
が
母
の
遺
骨
を
届
け
に
戻
っ
た
九
州
で
は
姉
も
亡
く
な
っ
て
い
た
。

―
「
刈
萱
」
を
中
心
に
―
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ふ
た
た
び
高
野
山
に
帰
っ
た
石
堂
丸
は
刈
萱
の
勧
め
で
出
家
し
て
道
念
と
な
り
、
刈
萱
と
共
に
修
行
に
励
む
。
周
囲
に
実
の
親
子
と
知

ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
刈
萱
は
北
国
修
行
に
出
か
け
る
。
そ
の
後
、
刈
萱
と
道
念
は
同
日
に
亡
く
な
り
双
方
か
ら
紫
雲
が
た
な
び
い
て

絡
み
あ
っ
た
の
は
、
あ
の
世
で
親
子
と
名
乗
り
会
え
た
証
拠
で
あ
る
。
三
世
の
諸
仏
が
二
人
の
行
い
に
感
じ
て
善
光
寺
の
奥
の
御
堂
に

親
子
地
蔵
と
し
て
ま
つ
り
、
後
の
人
に
崇
敬
さ
れ
た
。
以
上
が
あ
ら
す
じ
で
あ
る
。

「
刈
萱
」
な
ど
説
経
の
研
究
に
お
い
て
諺
や
慣
用
句
を
取
り
上
げ
る
意
義
は
何
か
。
諺
や
慣
用
句
は
「
そ
の
形
式
と
意
味
が
慣
用
さ

れ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
」「
多
言
を
労
せ
ず
と
も
短
い
形
式
で
印
象
的
に
端
的
に
伝
え
ら
れ
る
」
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た

機
能
を
持
つ
諺
や
慣
用
句
を
下
層
民
の
芸
能
で
あ
る
説
経
で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
は
、
説
経
の
表
現
総
体
を
考
察
す
る
上

で
検
討
の
価
値
あ
る
問
題
だ
が
、
こ
れ
ま
で
注
釈
書
で
い
く
つ
か
の
諺
や
慣
用
句
を
指
摘
し
意
味
説
明
を
す
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

考
察
を
一
歩
進
め
る
手
順
と
し
て
、
①
他
の
説
経
「
小
栗
」「
信
徳
丸
」「
山
椒
太
夫
」
の
注
釈
書
に
は
諺
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
た
注

が
一
定
数
あ
る
の
に
「
刈
萱
」
に
は
二
箇
所
し
か
な
い
、
②
そ
の
原
因
を
検
討
し
て
注
が
さ
れ
た
以
外
に
諺
が
あ
る
こ
と
を
解
明
し
、

③
諺
や
慣
用
句
の
使
用
状
況
と
表
現
機
能
の
考
察
に
進
む
こ
と
に
す
る
。
調
査
す
る
作
品
は
、
古
態
の
五
説
経
に
含
ま
れ
る
「
刈
萱
」

と
「
小
栗
」「
信
徳
丸
」「
山
椒
大
夫
」
で
あ
る（

（
（

。

資
料
と
す
る
本
文
は
、
活
字
本
注
釈
書
３
種
の
『
説
経
節
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）、『
説
経
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）、『
古
浄
瑠

璃
・
説
経
集
』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）に
依
る
。
こ
れ
ら
の
底
本
に
欠
丁
・
破
損
と
か
場
面
の
取
捨
が
あ
る
た
め
に
、
や
む
な

く
異
本
を
参
照
せ
ざ
る
を
得
ず
、
取
り
合
わ
せ
本
文
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
詳
し
く
は
各
注
釈
書
の
解
説
を
参
照
の
こ
と
。
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二
．
研
究
動
向
と
方
法

芸
能
史
・
文
学
史
に
お
い
て
は
、
説
経
と
言
う
芸
能
の
発
生
と
発
展
か
ら
衰
退
に
関
す
る
芸
能
史
研
究
、
正
本
や
絵
巻
な
ど
テ
キ
ス

ト
の
収
集
翻
刻
、
文
学
性
の
議
論
、
注
釈
書
刊
行
等
の
業
績
が
重
ね
ら
れ
て
来
た（

（
（

。
今
回
取
り
上
げ
る
「
刈
萱
」
の
主
舞
台
高
野
山
と

説
経
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
高
野
山
内
の
時
宗
聖
が
注
目
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

言
語
に
関
わ
る
先
行
研
究
に
は
主
と
し
て
、
①
説
経
の
難
し
い
語
句
や
さ
ま
ざ
ま
な
慣
用
的
表
現
に
つ
い
て
の
研
究
、
②
諺
と
慣
用

句
一
般
に
関
す
る
収
集
と
理
論
研
究
が
あ
る
。
後
者
②
を
見
る
と
、
ま
ず
資
料
収
集
で
は
『
古
事
記
』
等
に
お
け
る
事
例
の
指
摘
に
始

ま
っ
て
近
現
代
の
諺
辞
典
・
慣
用
句
辞
典
に
至
る
大
量
の
蓄
積
が
あ
り
、
理
論
研
究（

（
（

で
は
定
義
や
分
類
の
精
密
化
が
進
み
、
さ
ら
に
は

辞
書
的
記
述
を
超
え
て
実
際
文
脈
で
の
使
用
状
況
の
研
究
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。

本
稿
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
関
係
研
究
と
し
て
は
、
柏
原（
二
〇
〇
四
）で
説
経
ら
し
い
語
り
口
を
構
成
す
る
慣
用
句
や
語
法
を
分
類
考

察
し
た
の
に
続
き
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
二
〇
一
九
〜
二
〇
年
度
研
究
チ
ー
ム
課
題
「
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
諺
と
慣
用
句
の
研

究
」
の
分
担
で
、
説
経
「
山
椒
大
夫
」
と
パ
ン
ソ
リ
「
春
香
伝
」
の
諺
使
用
を
研
究
し
た
。
成
果
を
柏
原（
二
〇
二
〇
）に
掲
載
し
た
の

に
続
き
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
分
担
研
究
報
告
書
の
論
文
を
提
出
し
た（
柏
原
二
〇
二
二
）。

こ
う
し
た
研
究
動
向
と
経
緯
を
踏
ま
え
、
説
経
に
お
け
る
諺
と
慣
用
句
の
表
現
機
能
を
詳
し
く
考
察
す
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
す

る
。研

究
方
法
は
、
注
釈
書
3
種
で
「
諺
」「
慣
用
句
」
等
と
注
記
し
て
あ
る
句
を
検
討
し
た
後
、
さ
ら
に
収
集
範
囲
を
広
げ
て
諺
・
慣
用

句
と
言
え
る
語
句
の
考
察
に
進
ん
で
、
場
面
文
脈
の
中
で
の
意
味
と
表
現
効
果
な
い
し
表
現
機
能
を
具
体
的
に
考
察
し
記
述
す
る
。

資
料
と
す
る
本
文
は
、
前
章
の
末
尾
に
既
述
の
活
字
本
注
釈
書
３
種
に
よ
る
。
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三
．
各
　
　
論

三
・
一
．
古
態
の
説
経
の
注
釈
書
に
お
け
る
諺
注
記
と
作
品
中
の
諺

古
態
の
説
経
「
刈
萱
」「
小
栗
」「
信
徳
丸
」「
山
椒
大
夫
」
を
三
種
の
注
釈
書
で
見
た
と
き
、
諺
と
明
記
し
て
意
味
用
法
を
説
明
し
た

注
の
量
が
、
次
の（
表
一
）（
表
二
）の
よ
う
に
「
刈
萱
」
の
み
特
に
少
な
い
。
表
中
の
略
称
「
平
凡
」「
新
潮
」「
岩
波
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
説

経
節
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）、『
説
経
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）、『
古
浄
瑠
璃
・
説
経
集
』（
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）を
指
す
。

ち
な
み
に
「
刈
萱
」
で
諺
注
記
が
少
な
い
原
因
は
、
作
品
の
分
量
に
比
例
し
て
い
る
た
め
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば
「
新
潮
」

の
挿
絵
を
除
い
た
大
体
の
頁
数
で
示
す
と
、「
刈
萱
」
六
〇
頁
、「
小
栗
」
八
三
頁
、「
信
徳
丸
」
四
七
頁
、「
山
椒
大
夫
」
六
八
頁
で
あ

っ
て
、「
刈
萱
」
六
〇
頁
は
中
間
く
ら
い
で
あ
る
。

（
表
一
）古
態
の
説
経
の
注
釈
書
に
お
け
る
諺
注
記
の
数

【
刈
萱
】　

平
凡　

〇　
　
　
　

新
潮　

二　
　
　

岩
波　

一

【
小
栗
】　

平
凡　

六（
一
）　　

新
潮　

一
一　
　

岩
波　

一
一（
一
）

【
信
徳
】　

平
凡　

三　
　
　
　

新
潮　

七　
　
　

岩
波　

不
採
用

【
山
椒
】　

平
凡　

九（
一
）　　

新
潮　

一
五　
　

岩
波　

一
一（
六
）

※
「
平
凡
」「
岩
波
」
の
丸
カ
ッ
コ
数
字
は
、
諺
と
明
記
し
た
注
で
は
な
い
が
、
類
義
の
「
譬
え
」
と
し
て
注
し
た
も
の
の
内
数
で
あ

る
。
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（
表
二
）古
態
の
説
経
の
注
釈
書
に
お
け
る
諺
注
記
の
内
訳

表
中
の
×
印
は
「
諺
注
記
が
無
い
」
意
を
、
―
印
は
「
異
本
関
係
に
よ
る
欠
文（
刈
萱
、
山
椒
）、
ま
た
は
作
品
不
掲
載（
信
徳
）」
の

意
を
表
す
。

「
平
凡
頁
」「
岩
波
頁
」
の
丸
カ
ッ
コ
数
字
は
、
諺
と
明
記
し
た
注
で
は
な
い
が
、
本
文
や
注
で
類
義
の
「
譬
え
」
と
し
た
上
で
意
味

を
注
し
た
も
の
の
所
在
頁
数
で
あ
る
。

作
品

番

諺
注
記
さ
れ
た
句

平
凡  

頁

新
潮  

頁

岩
波  

頁

刈
萱

一

雨
の
降
ら
ぬ
を
吉
日（
思
い
立
っ
た
が
吉
日
）

╳

一
六

―

刈
萱

二

身
捨
つ
る
藪
は
無
け
れ
ど
も
子
捨
つ
る
藪
は
有
る

╳

四
六

二
八
三

小
栗

一

好
事
門
を
出
で
ず
悪
事
千
里
を
走
る

二
〇
四

二
一
五

一
六
七

小
栗

二

錐
は
袋
を
通
す

二
〇
五

二
一
五

一
六
七

小
栗

三

百
様
を
知
り
た
り
と
も
一
様
を
知
ら
ず
は
知
っ
て
知
ら
ざ
れ

╳

二
二
三

一
七
五

小
栗

四

夫
の
心
と
内
裏
の
柱
は
大
き
て
も
太
か
れ（
と
申
す
譬
）

（
二
一
〇
）

二
二
五

一
七
六

小
栗

五

鴨
は
寒
じ
て
水
に
入
る
、
鶏
寒
う
て
木
へ
上
る

二
一
三

二
三
一

一
八
二

小
栗

六

愚
人
夏
の
虫
飛
ん
で
火
に
入
る

二
一
六

二
三
五

一
八
五

小
栗

七

笛
に
寄
る
秋
の
鹿
は
妻
故
に
さ
て
そ
の
身
を
果
た
す

╳

二
三
五

╳

小
栗

八

人
は
運
命
尽
き
ょ
う
と
て
知
恵
の
鏡
も
曇
り
才
覚
の
花
も
散
り
失
せ
て

二
二
一

╳

（
一
九
四
譬
）

小
栗

九

七
尋
の
島
に
八
尋
の
舟
を
繋
ぐ

二
三
一

二
六
〇

二
〇
九

小
栗

一
〇

烏
の
頭
が
白
く
な
つ
て
駒
に
角
が
生
ゆ
る
と
も

╳

二
七
七

二
二
四

小
栗

一
一

旅
は
心
世
は
情

╳

二
七
七

二
二
四

小
栗

一
二

廻
船
は
浦
が
か
り

╳

╳

二
二
四

小
栗

一
三

女
人
と
申
す
る
は
氏
な
ふ
て
玉
の
輿
に
乗
る

╳

╳

二
四
二

信
徳

一

雉
夫
婦
の
者
に
て
物
の
哀
れ
を
と
ど
め
た
り（
焼
野
の
雉
）

╳

一
五
八

―

信
徳

二

思
ひ
内
に
あ
れ
ば
色
外
に
現
る
る

╳

一
六
九

―

信
徳

三

百
様
知
っ
て
一
様
知
ら
ず
ば
争
う
こ
と
な
か
れ

一
二
八

一
七
二

―

信
徳

四

夫
の
心
は（
と
）大
仏
の
柱
は
大
き
て
も
太
か
れ

一
三
〇

一
七
四

―
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信
徳

五

女
人
は
胸
に
知
恵
あ
り
、
心
に
知
恵
な
い

╳

一
七
四

―

信
徳

六

虎
の
尾
を
踏
む

╳

一
七
五

―

信
徳

七

毒
蛇
の
口
を
逃
れ
る

╳

一
七
五

―

信
徳

八

人
の
頼
む
に
頼
ま
れ
よ（
り
）

一
四
六

╳

―

山
椒

一

光
陰
は
矢
の
如
し

―

―

三
一
八

山
椒

二

旅
は
心
、
世
は
情

五

八
六

三
二
四

山
椒

三

大
船
は
浦
が
か
り

五

八
六

（
三
二
四
）

山
椒

四

捨
て
子
は
村
の
育
み（
新
潮
は
前
項
に
続
け
る
）

五

八
六

（
三
二
四
）

山
椒

五

木
が
あ
れ
ば
鳥
が
住
む
、
港
が
あ
れ
ば
舟
も
寄
る

╳

八
六

╳

山
椒

六

ひ
と
通
り
一
時
雨
一
村
雨
の
雨
宿
り
こ
れ
も
他
生
の
縁

五

八
六

╳

山
椒

七

善
は
弱
く
悪
は
強
い（
↑
善
に
従
う
は
登
る
が
如
く
、
悪
に
従
う
は
崩
る
る
が
如
し
）

―

―

三
二
七

山
椒

八

朝
恵
比
須（
↑
朝
恵
比
須
に
夕
大
黒
）

八

╳

（
三
三
〇
）

山
椒

九

賢
臣
二
君
に
仕
え
ず
て
ん（
貞
）女
両
夫
に
見
え
ず

九

九
四

（
三
三
一
）

山
椒

一
〇

二
張
の
弓
を
引
く

╳

九
四

（
三
三
一
）

山
椒

一
一

重
荷
に
小
付
け

一
二

九
九

三
三
六

山
椒

一
二

岩
に
耳
、
壁
の
も
の
言
う
世
時（
ご
と
き
）

一
五

一
〇
六

三
四
三

山
椒

一
三

夫
の
面
の
傷
は
買
う
て
も
持
つ

╳

一
〇
九

三
四
六

山
椒

一
四

一
度
に
は
懲
り
を
す
る
、
二
度
に
死
に
を
す
る

二
一

一
一
四

三
五
〇

山
椒

一
五

浮
き
木
の
亀〈
た
と
え
〉

（
三
一
）

一
三
一

（
三
六
六
）

山
椒

一
六

侍
と
黄
金
は
朽
ち
て
朽
ち
せ
ぬ

╳

一
四
一

三
七
五

山
椒

一
七

苦
い
蔓
に
は
苦
い
実
が
成
る
、
甘
い
蔓
に
は
甘
い
実
が
成
る

╳

一
四
六

三
八
〇

山
椒

一
八

盲
の
打
つ
杖
に
は
咎
も
な
し

╳

一
四
九

三
八
二

山
椒

一
九

嬉
し
き
に
も
悲
し
き
に
も
先
立
つ
物
は
涙
也

╳

╳

三
八
四

　

（
表
一
）（
表
二
）に
見
ら
れ
る
通
り
、「
刈
萱
」
に
お
い
て
は
諺
注
記
が
「
新
潮
」
二
例
と
そ
の
一
つ
と
同
じ
「
岩
波
」
一
例
の
み
で
、

他
の
作
品
に
比
べ
て
目
立
っ
て
少
な
い
。

そ
の
原
因
と
し
て
、
諺
は
場
面
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
使
用
す
る
た
め
、
作
品
ご
と
に
場
面
が
異
な
る
に
伴
っ
て
諺
の
出
現
も
異
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な
る
の
で
は
な
い
か（
後
述
「
三
・
四
・
四
」
で
言
及
）と
か
、
語
っ
た
太
夫
ご
と
の
差
だ
ろ
う
か
等
と
い
ち
お
う
考
え
て
み
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
確
か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

む
し
ろ
そ
れ
以
前
に（
表
一
）（
表
二
）は
「
諺
注
記
の
表
」
で
あ
っ
て
、
実
際
に
作
品
中
に
あ
る
「
諺
の
表
」
で
は
な
い
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
じ
つ
は
、
諺
注
記
が
無
く
て
も
諺
ら
し
さ
を
備
え
た
諺
や
「
諺
様
表
現（
諺
ら
し
い
成
句
）」
は
説
経
の
詞
章
に
か
な
り
存
在

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
刈
萱
」
に
し
ぼ
っ
て
そ
れ
ら
を
収
集
し
て
、
後
掲
す
る（
表
三
）に
て
実
態
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
上
で

（
三
・
三
に
掲
載
）、
そ
れ
ら
の
機
能
を
考
察
す
る
。

三
・
二
．
諺
と
慣
用
句
を
合
わ
せ
て
対
象
に

定
型
表
現
と
し
て
諺
に
隣
接
す
る
も
の
に
慣
用
句
が
あ
る
。
慣
用
句
と
諺
に
は
基
本
的
な
区
別
は
あ
る
が（
次
の
段
落
で
詳
述
）、
両

方
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
等
、
境
界
が
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
説
経
に
お
い
て
諺
と
慣
用
句
と
い
う
定
型
表
現
は
「
広
く
知
ら
れ
た
短

い
表
現
で
、
簡
潔
に
印
象
的
に
伝
え
る
」
と
い
う
共
通
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
注
記
が
無
く
て
も
慣
用
句
と

判
断
で
き
る
表
現
が
作
品
中
に
か
な
り
存
在
す
る
点
は
、
前
述
の
諺
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
今
回
「
刈
萱
」
に
し
ぼ
っ
て

そ
れ
ら
を
収
集
し
て
後
掲（
表
四
）に
示
し
た
上
で
、
諺
の（
表
三
）と
合
わ
せ
て
機
能
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。

こ
こ
で
諺
と
慣
用
句
の
一
応
の
基
本
的
な
区
別
を
し
て
お
こ
う
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
説
明
で
は
、
諺
は
「
昔
か
ら
世
間
に
広
く

言
い
な
ら
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
ば
で
、
教
訓
や
風
刺
な
ど
を
含
ん
だ
短
句
。
諺
語（
げ
ん
ご
）」、
慣
用
句
は
「
二
つ
以
上
の
単
語
が
必
ず

同
じ
よ
う
な
結
び
つ
き
を
す
る
も
の
、
ま
た
結
合
し
て
全
体
が
特
定
の
意
味
を
表
す
言
い
ま
わ
し
な
ど
。
慣
用
語
。
イ
デ
ィ
オ
ム
」
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
内
、
慣
用
句
の
「
合
成
変
化
」
は
重
要
で
あ
る
。「
手
に
汗
を
握
る
」
等
は
語
の
連
続
に
よ
っ
て
合
成
変
化
が
起
き
て
特
定
の
意

味
に
な
り
、
元
の
単
語
の
み
か
ら
は
全
体
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
諺（
例
え
ば
「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
た
る
」）は
語
の
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元
の
意
味
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
文
で
「
合
成
変
化
」
は
起
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
比
喩
に
よ
っ
て
真
意
が
分
か
り
難
く
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

ま
た
慣
用
句
は
語
相
当
で
文
法
上
の
変
化
が
で
き
「
手
に
汗
を
握
っ
て
／
握
っ
た
／
握
る（
連
体
形
）／
握
ら
せ
る
」
等
と
な
り
得
る
。

い
っ
ぽ
う
諺
は
固
定
し
た
文
相
当
で
変
化
せ
ず
「
犬
も
歩
け
ば
棒
に
当
っ
て
／
当
た
っ
た
」
等
は
普
通
で
は
な
い
。

意
味
面
で
、
諺
は
物
事
の
一
面
を
切
り
取
っ
て
示
す
文
で
あ
る
。
そ
れ
が
特
定
場
面
で
教
訓
・
風
刺
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
。
慣
用

句
は
「
物
事
の
一
面
を
切
り
取
る
」
も
の
で
は
な
く
、
譬
喩
や
リ
ズ
ム
で
表
現
を
印
象
深
く
す
る
の
を
主
眼
と
す
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
収
集
し
て
以
下
に
示
す
慣
用
句
の
範
囲
が
上
記
説
明
と
少
し
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
を
と
り
急
ぎ
示
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
読
者
の
了
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
た
と
え
ば
「
新
潮
」
で
「
頃
は
い
つ
な
る
ら
ん
」
に
「
慣
用
句
」
と
注
す
る
。
こ
の
句

は
単
語
の
意
味
を
組
み
合
わ
せ
て
理
解
で
き
、
意
味
の
合
成
変
化
は
起
き
て
い
な
い
。
思
う
に
「
新
潮
」
の
「
慣
用
句
」
と
い
う
用
語

は
、
他
の
例
か
ら
も
「
説
経
に
繰
り
返
し
出
現
す
る
定
型
表
現
」
の
意
と
思
わ
れ
る
。
繰
り
返
し
出
現
す
る
こ
と
で
説
経
ら
し
さ
を
演

出
す
る
こ
と
に
着
目
し
て
注
し
た
と
解
さ
れ
る
。「
岩
波
」
で
は
「
常
套
表
現
」「
類
型
表
現
」
と
注
す
る
類
で
あ
る
。
本
稿
も
説
経
ら

し
い
表
現
に
注
目
し
て
こ
れ
ら
注
記
を
参
照
し
つ
つ
収
集
し
た
。
こ
の
手
の
定
型
表
現
は
、
宮
地
裕（
一
九
八
二
）の
「
連
語
成
句
的
慣

用
句
」
す
な
わ
ち
「
一
般
の（
自
由
な
：
柏
原
注
）連
語
句
よ
り
結
合
度
が
高
い
だ
け
の
も
の
」
に
当
た
る
。

三
・
三
．「
刈
萱
」
の
諺
と
慣
用
句
の
実
態

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
「
刈
萱
」
の
諺
と
慣
用
句
の
収
集
結
果
を
示
し
た
上
で
、
説
経
に
お
け
る
機
能
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

収
集
結
果
を（
表
三
）諺
様
表
現
、
次
に（
表
四
）慣
用
句
で
示
す
。

そ
の
前
に
ま
ず
前
提
と
な
る
事
情
か
ら
記
し
て
お
く
。
注
釈
書
の
内
で
「
平
凡
」（
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
説
経
節
』）と
「
新
潮
」（
新

潮
日
本
古
典
集
成
『
説
経
集
』）は
ど
ち
ら
も
底
本
が
「
寛
永
八
年
卯
月
刊　

し
や
う
る
り
や
喜
衛
門
版
」
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
「
岩
波
」
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（
岩
波　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
浄
瑠
璃　

説
経
集
』）は
底
本
が
「
横
山
重
旧
蔵
大
型
絵
入
古
写
本
」
で
あ
る
。
底
本
し
や
う
る
り

や
板
本
と
絵
入
古
写
本
で
は
詞
章
が
か
な
り
異
な
る
。
こ
の
事
情
に
鑑
み
て
、
表
作
成
に
当
た
っ
て
は
「
平
凡
」「
新
潮
」
の
実
態
を

「
新
潮
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
、「
岩
波
」
を
別
途
に
示
し
た
。

た
だ
し
、「
岩
波
」
の
二
八
一
頁
末
五
行
目
か
ら
二
九
〇
頁
三
行
目
は
、
底
本
の
絵
入
古
写
本
に
無
い
「
高
野
の
巻
」
と
い
う
弘
法
大

師
関
係
の
話
を
「
平
凡
」「
新
潮
」
の
底
本
し
や
う
る
り
や
板
本
で
補
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
岩
波
」
の
こ
の
部
分
は
「
平
凡
」

「
新
潮
」
と
同
内
容
に
な
る
の
で
表
に
入
れ
ず
省
略
し
た
。

表
の
各
用
例
は
「
用
例（
本
の
略
称
・
頁
）」
の
書
式
で
示
し
た
。
本
の
略
称
の
「
新
」
は
前
記
「
新
潮
」
を
、「
岩
」
は
前
記
「
岩

波
」
を
指
す
。

【
例
】（
表
三
）（
一
）①
老
少
不
定（
新
・
一
二
に
二
例
）老
い
た
若
い
に
定
め
は
な
い（
岩
・
三
一
一
）

こ
れ
は
次
の
こ
と
を
表
す
。「
老
少
不
定
」
の
用
例
が
新
潮
の
一
二
頁
に
二
例
存
し
、
類
似
の
「
老
い
た
若
い
に
定
め
は
な
い
」
の
用

例
が
岩
波
の
三
一
一
頁
に
存
す
る
。
こ
の
よ
う
に
丸
カ
ッ
コ
内
は
注
釈
書
と
用
例
所
在
の
頁
を
記
す
。

（
表
三
）　「
刈
萱
」
の
諺
様
表
現

（
一
）新
潮
・
岩
波
に
共
通
な
い
し
類
似

① 

老
少
不
定（
新
・
一
二
に
二
例
）／
老
い
た
若
い
に
定
め
は
な
い（
岩
・
三
一
一
）

② 

な
に
が
し
の
遁
世
は
我
が
知
行
を
勝
る
武
士
に
奪
ひ
取
ら
れ
身
の
置
き
方
の
な
い
時
に
こ
そ
遁
世
修
行（
新
・
一
三
）／
弓
取
の

遁
世
は
人
に
世
領
を
奪
ひ
取
ら
れ
身
の
置
き
方
の
な
き
折
に
遁
世
修
行（
岩
・
二
五
一
・
二
五
二
・
二
五
三
）

③
禁
野
の
雉
は
子
を
思
ふ（
新
・
四
二
）／
禁
野
の
雉
は
子
を
惜
し
む（
岩
・
二
七
九
）

④ 

旅
で
一
夜
の
宿
借
る
は
親
と
も
子
と
も
頼
む（
新
・
四
三
）／
旅
で
宿
取
る
は
親
と
も
子
と
も
お
主
と
も
頼
み
頼
う
で
宿
取
る
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（
岩
・
二
八
一
・
三
一
〇
）

⑤ 

知
ら
ね
ば
こ
そ
の
問
言（
新
・
五
七
、
岩
・
二
九
一
）

⑥ 
こ
の
世
に
立
て
た
卒
塔
婆
は
同
じ
台
座
に
直
っ
た
る
が
如
く
な
り（
新
・
六
四
）／
こ
の
山
で
立
て
た
る
卒
塔
婆
と
申
す
は
同
じ

台
座
に
直
り
た
る
が
如
く
な
り（
岩
・
二
九
九
）

⑦ 

衣
の
上
の
結
縁（
新
・
七
〇
、
岩
三
〇
五
）

⑧ 

悪
事
千
里
を
走
る（
新
・
七
三
、
岩
・
三
〇
九
）

（
二
）新
潮
の
み

① 

蛇
身
と
書
い
て
女
と
読
む（
新
・
一
五
）

② 

理
非
の
分
ら
ぬ
女
と
問
答
は
夫
の
僻
案（
新
・
一
五
）

③ 

雨
の
降
ら
ぬ
を
吉
日（
新
・
一
六
）

④ 

出
家
出
家
に
よ
ら
ず
俗
俗
に
よ
ら
ず（
新
・
二
一
）

⑤ 

山
と
言
ふ
山
に
霞
の
か
か
ら
ぬ
山
も
な
し（
新
・
四
四
）

⑥ 

夜
泣
き
す
る
子
は
七
浦
七
里
枯
る
る（
新
・
四
四
）

⑦ 

身
捨
つ
る
藪
は
無
け
れ
ど
も
子
捨
つ
る
藪
は
あ
る（
新
・
四
六
）

⑧ 

一
字
を
お
授
け
あ
れ
ば
十
字
を
お
悟
り
あ
る（
新
・
四
八
）

⑨ 

あ
と
白
川（
新
・
五
〇　

↑　

諺
「
あ
と
白
波
」
の
変
形
）

⑩ 

漆
黒
い
と
申
せ
ど
も
万
の
家
具
を
の
ぶ
る
な
り（
新
・
五
一
）

⑪ 

三
つ
の
炎（
新
・
七
二
）

（
三
）岩
波
の
み
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① 

煩
悩
の
綱
を
切
り
菩
提
の
綱
に
取
り
つ
き
て（
岩
・
二
五
三
）

② 
後
生
を
大
事
に
願
う
て
こ
そ
仏
に
は
な
る
べ
き（
岩
・
二
五
三
）

③ 
人
の
心
は
一
葉
二
葉
で
知
る（
岩
・
二
六
六
）

④ 
傘
一
本
で
立
ち
出
で（
岩
・
二
六
八
）

⑤ 

胎
内
に
子
を
持
っ
て
空
し
く
御
な
り
候
へ
ば
阿
鼻
無
間
の
業
に
沈
む（
岩
・
二
七
一
）

⑥ 

暮
る
る
を
宿
、
明
く
る
を
旅（
岩
・
二
七
六
）

⑦ 

弘
法
も
木
の
股
、
萱
の
中
よ
り
お
出
で
な
し（
岩
・
二
八
一
）

⑧ 

節（
せ
つ
）は
時
に
こ
そ
は
よ
る（
岩
・
三
〇
五
）

【
内
訳
】
新
潮
・
岩
波
共
通　

八
種
、
新
潮
の
み　

十
一
種
、
岩
波
の
み　

八
種
、
計　

二
十
七
種

（
表
四
）　「
刈
萱
」
の
慣
用
句

（
一
）新
潮
・
岩
波
共
通
な
い
し
類
似

① 

た
だ
今
、
説
き
た
て
広
め
申
し
候
本
地
は（
新
・
一
一
）／
只
今
語
り
申
し
候
物
語（
岩
・
二
五
〇
）

② 

こ
ろ
は
い
つ
な
る
ら
ん（
新
・
一
一
）／
頃
は
い
つ
な
る
ら
ん
に（
岩
・
二
五
〇
）

③ 

身
の
置
き
方（
新
・
一
三
）、
身
の
た
た
ず
み（
新
・
一
三
）／
身
の
置
き
方（
岩
・
二
五
一
）

④ 

後
生
の
種（
新
・
一
三
、
岩
・
二
五
一
）

⑤ 

間
の
障
子
を
さ
ら
り
と
開
け（
新
・
一
四
・
三
五
）／
間
の
障
子
を
さ
ら
と
開
け（
岩
・
二
六
九
）

⑥ 

今
申
さ
う
か
申
す
ま
い
か
と
は
思
へ
ど
も（
新
・
一
四
）／
今
申
さ
う
か
よ
又
は
申
す
ま
い
か
よ（
岩
・
二
五
三
）

⑦ 

身
二
つ
に
な
る（
新
・
一
五
・
三
一
、
岩
・
二
五
四
・
二
七
一
）
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⑧ 

月
に
一
度
の
あ
か
な
れ
し
衣
を
も
す
す
ぎ
上
げ
て（
新
・
一
五
）／
月
に
一
度
づ
つ
の
垢
慣
れ
し
衣
を
も
濯
い
で（
岩
・
二
五
四
）

⑨ 

と
も
か
く
も（
新
・
一
六
、
岩
・
二
五
五
）

⑩ 
お
腰
の
物（
新
・
一
六
）／
お
腰
物（
岩
・
二
五
五
）

⑪ 
玉
の
屋
形（
新
・
一
六
）／
花
の
屋
形（
岩
・
二
五
六
）

⑫ 

を
は
や
過
ぎ
て（
新
・
一
七
に
四
例
・
二
九
に
三
例
・
三
八
）／
は
や
過
ぎ
て（
岩
・
二
五
六
に
二
例
）

⑬ 

鰐
口
ち
ゃ
う
ど
う
ち
慣
ら
し（
新
・
一
八
）／
鰐
口
て
う
ど
打
ち
渡
り（
岩
・
二
五
六
）

⑭ 

楽
の
上
に
福
、
福
の
上
の
徳
を
申
す
に
こ
そ
、
真
に
か
う
き
は
被
る
べ
き（
新
・
一
八
）／
福
と
も
知
恵
と
も
願
は
ば
こ
そ
、
神

慮
も
憎
ま
せ
給
ふ
べ
し（
岩
・
二
五
七
）

⑮ 

髪
を
剃
つ
て（
新
・
一
九
・
二
〇
・
二
二
）／
髪
を
剃
り
申（
岩
・
二
五
八
）

⑯ 

後
生
ま
つ
最
中（
新
・
二
〇
）／
仏
法
の
真
っ
最
中（
岩
・
二
五
八
）

⑰ 

阿
鼻
無
間
に
落
つ
る（
新
・
二
二
）／
阿
鼻
無
間
の
業
ゑ
沈
む（
岩
・
二
六
〇
）

⑱ 

身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り（
新
・
二
六
、
岩
・
二
六
四
）

⑲ （
髪
を
ば
）四
方
浄
土
と
剃
り
こ
ぼ
す（
新
・
二
五
・
七
一
・
七
五
）／
髪
を
ば
四
方
浄
土
へ
剃
り
こ
ぼ
し（
岩
・
二
六
五
・
三
〇

六
・
三
一
一
）

⑳ 

き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
へ
ど
も（
お
ぼ
せ
ど
も
）（
新
・
二
八
・
三
二
に
二
例
）／
昨
日
今
日
と
は
申
せ
ど
も（
岩
・
二
六
五
）

㉑ 

殊
に
哀
れ
を
と
ど
め
た
は（
新
・
三
〇
）／
物
の
哀
れ
を
と
ど
め
た
は（
岩
・
二
六
九
）

㉒ 

旅
装
束
の
跡
ば
か
り（
新
・
三
〇
・
三
五
、
岩
・
二
六
九
）

㉓ 

流
涕
焦
が
れ（
て
）（
新
・
三
〇
・
六
一
・
六
二
に
二
例
、
岩
・
二
九
七
）

㉔ 

落
つ
る（
こ
ぼ
る
る
）涙
の
暇
よ
り
も（
新
・
三
一
・
六
二
に
二
例
）／
零
る
る
涙
の
隙
よ
り
も（
岩
・
二
九
八
）
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㉕ 

御
産
の
紐
を
お
解
き
あ
る（
新
・
三
二
、
岩
・
二
七
二
）

㉖ 
父
と
い
ふ
字（
新
・
三
四
、
岩
・
二
七
三
）

㉗ 
風
の
便
り（
新
・
三
四
・
三
九
・
六
〇
、
岩
・
二
七
四
・
二
七
八
・
二
九
五
）

㉘ 
親
子（
親
と
子
）の
機
縁（
新
・
三
五
・
三
六
・
五
九
）／
親
と
子
の
機
縁（
岩
・
二
七
四
・
二
七
五
・
二
九
二
・
二
九
三
）

㉙ 

門
出
良
う
て
物
良
う
て（
新
・
三
八
・
五
六
、
岩
・
二
七
六
）

㉚ 

い
と
ま
申
し
て
さ
ら
ば（
新
・
四
〇
、
岩
・
二
五
八
）

㉛ 

五
更
に
天
も
開
く
れ
ば（
新
・
五
八
・
六
六
、
岩
・
二
九
〇
・
二
九
二
・
三
〇
一
）

32 

曲
も
な
き（
新
・
六
三
）／
曲
も
な
い（
岩
・
二
九
八
）

33 

影
を
隠
い
て
給
は
れ
の（
隠
し
て
給
は
れ
な
う
）（
新
・
六
六
・
六
九
・
七
〇
、
岩
・
三
〇
一
・
三
〇
三
・
三
〇
五
）

34 

そ
の
恋
風
や
積
り
け
ん（
新
・
六
六
・
七
三
、
岩
・
三
〇
一
・
三
一
〇
）

35 

北
枕
に
西
向
い
て（
新
・
六
八
、
岩
・
三
〇
五
）／
西
向
き
に
北
枕（
岩
・
三
〇
二
）

36 

こ
れ
は
夢
か
や
現
か
や（
現
か
の
）（
新
・
六
一
・
六
八
、
岩
・
二
九
六
・
三
〇
二
）

37 

好
し
み
悪
し
み（
新
・
七
一
、
岩
・
三
〇
六
）

38 

三
つ
の
炎
と
火
葬
す
る（
新
・
七
二
、
岩
・
三
〇
七
）

39 

お
乳
や
乳
母（
新
・
七
三
、
岩
・
三
〇
九
）

40 

紫
雲
の
雲（
が
）立
つ（
新
・
七
六
に
五
例
、
岩
・
三
一
一
に
二
例
）

（
二
）新
潮
の
み

① 

大
筒
大
瓶
を
か
き
す
ゑ
て（
新
・
一
一
）

② 

「
い
か
に
…
に
申
す
べ
し
」（
新
・
一
二
）
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③ 

後
生
菩
提（
新
・
一
五
）

④ 

芝
の
庵
を
結
ぶ（
新
・
一
五
）

⑤ 
同
じ
蓮
の
縁（
新
・
一
六
）

⑥ 
時
も
い
る
ま
い
、
日
も
い
る
ま
い（
新
・
一
六
）

⑦ 

先
を
い
づ
く
と
お
問
ひ
あ
る（
新
・
一
八
に
二
例
・
二
九
）

⑧ 

元
結
切
り（
新
・
一
九
）

⑨ 

仮
名
に
物
御
意
ご
ざ
あ
れ（
新
・
一
九
）

⑩ 

と
て
も
の
こ
と
に（
新
・
二
〇
に
二
例
）

⑪ 

動
詞
＋
に
こ
そ（
新
・
二
一
に
二
例
）

⑫ 

万
死
を
か
け
て（
新
・
二
一
）

⑬ 

大
誓
文
を
立
つ（
新
・
二
三
に
二
例
・
二
五
）

⑭ 

垢
離
を
取
る（
新
・
二
三
）

⑮ 

欲
垢
煩
悩
の
垢
を
す
す
ぐ（
新
・
二
六
）

⑯ 

夕
べ
は
星
を
頂
き
朝
に
は
露
を
払
ひ（
新
・
二
七
）

⑰ 

と
に
も
か
く
に
も（
新
・
二
八
）

⑱ 

名
乗
り
か
く
る（
新
・
二
九
）

⑲ 

先
を
い
づ
く
と
お
急
ぎ
あ
る（
新
・
二
九
・
三
八
）

⑳ 

こ
れ
は
さ
て
置
き（
新
・
三
〇
）

㉑ 

当
た
る
十
月
と
申
す
に
は（
新
・
三
二
）
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㉒ 

宵
に
生
え
た
る
た
か
ん
な
が
夜
中
の
露
に
は
ご
く
ま
れ
尺
を
伸
ぶ
る
が
如
く
な
り（
新
・
三
二
）

㉓ 
つ
く
り
や
う
道
心（
新
・
五
七
）

㉔ 
無
限
の
業（
新
・
六
四
・
七
五
）

㉕ 
諸
事
の
哀
れ（
新
・
六
九
）

㉖ 

頼
む
島
も
あ
ら
ざ
れ
ば（
新
・
六
九
）

㉗
待
て
し
ば
し
我
が
心（
新
・
七
四
）

㉘
笈
取
つ
て
肩
に
掛
け（
新
・
七
四
）

（
三
）岩
波
の
み

① 

元
結
切
つ
て
西
へ
投
げ（
岩
・
二
五
一
）

② 

幾
瀬
の
事（
岩
・
二
五
四
）

③ 

都
は
洛
中
洛
外
と
て（
岩
・
二
五
九
）

④ 

宵
に
は
髪
を
剃
り
、
明
く
れ
ば
大
俗
人
と
な
る（
岩
・
二
六
〇
）

⑤ 

浮
世
に
は
神
や
仏
は
御
座
な
い
か（
岩
・
二
六
一
）

⑥ 

夢
ほ
ど（
岩
・
二
七
〇
）

⑦ 

げ
に
そ
よ
ま
こ
と
に
忘
れ
た
り（
岩
・
二
七
二
・
二
七
六
・
二
九
九
）

⑧ 

時
の
口
論
、
騎
馬
、
笠
咎
め（
岩
・
二
七
三
）

⑨ 

口
説
事
こ
そ
哀
れ
也（
岩
・
二
七
五
）

⑩ 

会
ふ
ま
い
見
ま
い
語
る
ま
い（
岩
・
二
七
八
）

⑪ 

さ
の
み
嘆
い
そ
…
連
れ
て
心
の
乱
る
る
に（
岩
・
二
七
九
）
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⑫ 

い
か
な
る
野
の
末
山
の
果
て（
岩
・
二
七
九
）

⑬ 

朝
の
露
と
ぞ
お
な
り
あ
る（
岩
・
三
〇
一
）

⑭ 
行
か
で
叶
わ
ん
道（
岩
・
三
〇
三
）

⑮ 
頼
み
て
も
儚
き（
岩
・
三
一
〇
）

⑯ 

手
に
掛
か
る（
岩
・
三
一
一
）

⑰ 

二
十
五
の
菩
薩
た
ち
弘
誓
の
船
に
棹
を
差
す（
岩
・
三
一
二
）

⑱ 

後
生
大
事
の
輩（
岩
・
三
一
二
）

【
内
訳
】
新
潮
・
岩
波
共
通　

四
十
種
、
新
潮
の
み　

二
十
八
種
、
岩
波
の
み　

十
八
種
、
計　

八
十
六
種

三
・
四
．
考
　
　
察

　

 

（
表
三
）（
表
四
）の
実
態
に
基
づ
い
て
以
下
に
、「
諺
・
慣
用
句
の
種
類
と
量
」
が
か
な
り
多
い
こ
と
、「
底
本
に
よ
る
違
い
」
と
し
て

諺
・
慣
用
句
の
有
無
や
形
態
の
違
い
、「
説
経
ら
し
い
語
り
口
の
要
素
」
に
な
っ
て
い
る
点
を
述
べ
て
い
く
。

三
・
四
・
一
．
諺
・
慣
用
句
の
種
類
と
量

表
の
よ
う
に
諺
は
二
十
七
種
、
慣
用
句
は
八
十
六
種
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
繰
り
返
し
出
現
す
る
も
の
も
あ
る
。
繰
り
返
し

出
現
は
説
経
ら
し
い
印
象
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
諺
に
「
弓
取
の
遁
世
は
人
に
世
領
を
奪
ひ
取
ら
れ
身
の
置
き
方
の
な
き
折
に
遁
世
修

行（
細
か
い
表
記
や
語
句
の
差
を
無
視
。
以
下
同
じ
）」（
岩
・
二
五
一
・
二
五
二
・
二
五
三
）、「
旅
で
宿
取
る
は
親
と
も
子
と
も
お
主
と

も
頼
み
頼
う
で
宿
取
る
」（
岩
・
二
八
一
・
三
一
〇
）の
よ
う
な
繰
返
し
出
現
の
例
が
あ
る
。
慣
用
句
に
は
「
は
や
過
ぎ
て
」（
新
・
一
七

に
四
例
・
二
九
に
三
例
・
三
八
、
岩
・
二
五
六
に
二
例
）、「
四
方
浄
土
と
剃
り
こ
ぼ
す
」（
新
・
二
五
・
七
一
・
七
五
、
岩
・
二
六
五
・
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三
〇
六
・
三
一
一
）、「
流
涕
焦
が
れ
」（
新
・
三
〇
・
六
一
・
六
二
に
二
例
、
岩
・
二
九
七
）、「
そ
の
恋
風
や
積
り
け
ん
」（
新
・
六
六
・

七
三
、
岩
・
三
〇
一
・
三
一
〇
）の
よ
う
な
多
数
の
繰
返
し
出
現
の
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
か
な
り
の
量
に
な
る
こ
と
を
感

覚
的
に
大
ま
か
に
言
う
と
、
注
釈
本
に
傍
線
で
示
し
て
お
い
て
適
当
に
頁
を
開
け
ば
ど
れ
か
が
見
当
た
ら
な
い
箇
所
が
ほ
ぼ
無
い
ほ
ど

で
あ
る
。

三
・
四
・
二
．
底
本
に
よ
る
有
無
と
形
態
の
違
い

ま
ず
二
つ
の
表
の
「（
一
）新
潮
・
岩
波
に
共
通
」
の
項
で
は
、
類
同
の
諺
や
慣
用
句
の
間
で
底
本
に
よ
る
形
態
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

異
本
だ
か
ら
違
っ
て
当
然
で
は
あ
る
が
、
語
り
の
場
で
の
多
様
性
が
感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。
語
り
手
の
好
み
や
上
演
現
場
の
事
情
な
ど

で
柔
軟
に
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
「（
二
）新
潮
の
み
」「（
三
）岩
波
の
み
」
の
項
で
は
、
一
方
の
底
本
に
し
か
な
い
用
例
が
知
ら
れ
る
。
底
本
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
諺
や
慣
用
句
の
有
り
無
し
自
体
が
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
諺
や
慣
用
句
に
限
ら
ず
詞
章
の
す
べ
て
の
要
素
も
同
様
で
あ

る
が
、
異
本
故
の
違
い
の
最
た
る
も
の
で
、
前
述
し
た
語
り
の
場
の
多
様
性
を
形
態
差
以
上
に
実
感
さ
せ
る
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
有
無
と
言
え
ば
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。「
諺
様
表
現
」
の
「
新
潮
・
岩
波
共
通
」
の
④
「
旅
で
一
夜
の
宿
取
る
は
云
々
」

は
、
も
う
一
か
所
「
新
潮
」
に
無
い
場
面
で
「
岩
波
」
の
み
が
再
利
用
す
る
。
姉
の
死
を
知
っ
て
の
台
詞
「
さ
て
も
姉
御
一
人
を
ば
、

親
と
も
子
と
も
お
主
と
も
頼
み
頼
う
で
宿
取
る
に
、
頼
み
て
も
儚
き
は
」（
岩
・
三
一
〇
）の
中
の
「
宿
取
る
に
」
は
、「
頼
ん
だ
」
の
連

想
で
決
ま
り
文
句
を
使
い
ま
わ
し
た
際
に
消
し
忘
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
ま
り
文
句
・
慣
用
句
を
使
い
ま
わ
す
内
に
他
本
に

は
無
い
個
所
に
現
れ
て
底
本
間
の
有
無
が
生
じ
た
例
で
あ
る
。

 41 

説経の諺使用　



三
・
四
・
三
．
説
経
ら
し
い
語
り
口
の
要
素

説
経
ら
し
い
語
り
口
と
言
っ
て
も
色
々
な
面
が
あ
る
。
単
純
に
「
説
経
に
よ
く
出
て
く
る
文
句
」
と
理
解
す
れ
ば
、
諺
「
知
ら
ね
ば

こ
そ
の
問
い
言
」、
慣
用
句
「
あ
ら
い
た
わ
し
や
」「
流
涕
焦
が
れ
」「
門
出
良
う
て
物
良
う
て
」
他
の
例
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

し
か
し
こ
こ
で
は
表
現
力
の
面
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
説
経
の
始
ま
り
は
「
本
地
語
り
」
で
、
人
が
現
世
で
極
度
の
苦
難
や
悲
し
み

を
経
て
か
ら
死
後
に
神
仏
に
な
る
話
で
あ
り
、
現
世
で
の
悲
し
い
物
語
を
悲
哀
の
曲
調
で
語
っ
て
人
気
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
苦
難
や

悲
し
み
を
、
迫
力
あ
る
表
現
や
印
象
深
い
言
い
回
し
で
語
る
の
が
「
説
経
ら
し
い
語
り
口
」
の
一
面
で
あ
る
。
以
下
に
迫
力
あ
る
表
現

や
印
象
深
い
言
い
回
し
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
考
察
し
て
い
く
。

二
つ
の
表
の
中
で
、「
諺
様
表
現
」
の
「
新
潮
・
岩
波
共
通
」
で
は
、
④
「
旅
で
一
夜
の
宿
借
る
は
親
と
も
子
と
も（
お
主
と
も
）頼

む
」
に
は
旅
行
を
す
る
際
に
宿
を
と
る
苦
労
、
と
り
わ
け
信
頼
で
き
る
宿
の
主
人
を
選
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
が
偲
ば
れ
、
具
体
性
が
あ
る
。

⑤
「
知
ら
ね
ば
こ
そ
の
問
言
」
に
は
、
旅
ゆ
く
者
が
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
り
無
知
を
笑
わ
れ
る
こ
と
へ
の
恨
み
が
感
じ
ら
れ
、
旅
の

切
実
な
実
感
と
言
え
る
。「
新
潮
の
み
」
で
は
⑥
「
夜
泣
き
す
る
子
は
七
浦
七
里
枯
る
る
」
⑦
「
身
捨
つ
る
藪
は
無
け
れ
ど
も
子
捨
つ
る

藪
は
あ
る
」
は
、
子
捨
て
が
横
行
し
た
世
相
を
う
か
が
わ
せ
、
捨
て
る
親
の
複
雑
な
心
境
も
感
じ
ら
れ
る
。「
岩
波
の
み
」
の
④
「
傘
一

本
で
立
ち
出
で
る（
本
来
は
破
戒
僧
が
寺
を
追
わ
れ
る
風
情
）」
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
孤
独
な
心
細
さ
が
伝
わ
る
。
⑦
「
弘
法
も
木

の
股
、
萱
の
中
よ
り
お
出
で
な
し
」
の
例
は
御
台
が
高
野
山
の
女
人
禁
制
に
怒
っ
て
「
開
祖
弘
法
も
女
性
か
ら
生
ま
れ
た
は
ず
」
と
抗

う
場
面
で
あ
る
。
彼
女
は
さ
ら
に
「
こ
の
山
の
弘
法
と
七
日
七
夜
問
答（
動
詞
「
も
ん
だ
う
」）と
も
、
問
題（
連
用
形
名
詞
「
も
ん
だ
い
」）

に
は
負
け
ま
い
の（
弘
法
と
七
日
七
夜
議
論
し
て
も
負
け
ま
せ
ん
）」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
ま
た
⑧
「
節
は
時
に
こ
そ
よ
る
」
は
、
刈

萱
道
心
が
師
匠
へ
の
挨
拶
を
口
実
に
麓
の
宿
で
死
ん
だ
御
台
を
訪
ね
る
の
を
た
め
ら
う
の
で
石
堂
丸
が
言
う
セ
リ
フ
。「
礼
節
は
時
に
よ

る
」
の
意
で
あ
ろ
う
。
石
堂
丸
の
切
迫
し
た
心
情
が
良
く
出
て
い
る
。「
岩
波
」
の
脚
注
「『
節
』
は
、
時
節
。
寛
永
板
『
い
と
ま
乞
ふ

は
時
に
よ
る
』」
と
あ
る
が
「
時
節
は
時
に
よ
る
」
と
解
す
る
こ
と
に
な
り
無
理
が
あ
る
。
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慣
用
句
は
文
の
一
部
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
す
と
一
文
の
諺
ほ
ど
迫
力
が
無
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
意
味
内

容
に
迫
力
が
あ
る
物
も
あ
る
。
例
え
ば
、「
慣
用
句
」
の
「
新
潮
・
岩
波
共
通
」
の
⑰
「
阿
鼻
無
間
に
落
つ
る
」
は
誰
で
も
ち
ょ
っ
と
想

像
す
る
だ
け
で
怖
い
。
そ
れ
を
思
え
ば
⑱
「
身
の
毛
も
よ
だ
つ
ば
か
り
」
怖
い
。
だ
か
ら
こ
そ
刈
萱
道
心
は
、
大
誓
文
の
出
家
の
誓
い

を
破
っ
て
阿
鼻
無
間
に
落
ち
る
こ
と
を
恐
れ
て
家
族
を
頑
な
に
拒
み
続
け
る
。
阿
鼻
無
間
は
そ
れ
ほ
ど
の
迫
力
で
恐
ろ
し
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
㉒
「
旅
装
束
の
跡
ば
か
り
」
は
旅
装
し
た
形
跡
だ
け
と
い
う
視
覚
的
表
現
に
よ
っ
て
、
人
が
去
っ
た
現
場
の
喪
失
感
が
あ
る
。

ま
た
、
㉓
「
流
涕
焦
が
れ
て
」
泣
き
、
㉔
「
落
つ
る
涙
の
隙
よ
り
も
」
涙
な
が
ら
に
話
し
た
り
行
動
に
移
る
。
流
れ
る
涙
が
熱
く
て
焦

が
れ
る
程
と
い
う
誇
張
表
現
は
強
い
悲
し
み
を
迫
力
一
杯
に
表
す
成
句
だ
っ
た
。
た
だ
乱
用
す
れ
ば
迫
力
が
擦
り
切
れ
る
の
だ
が
。

三
・
四
・
四
．
全
般
的
な
考
察

以
上
は
「
刈
萱
」
に
限
っ
た（
表
三
）（
表
四
）へ
の
考
察
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
全
般
的
な
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
項

目（
一
）で
は（
表
二
）を
参
考
に
「
作
品
の
場
面
と
諺
」、
項
目（
二
）（
三
）で
、
説
経
と
い
う
語
り
物
に
お
け
る
諺
・
慣
用
句
な
ど
の
定
型

表
現
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

 

（
一
）前
述
三
・
一
の（
表
一
）（
表
二
）の
後
に
「
諺
は
場
面
に
応
じ
て
必
要
な
も
の
を
使
用
す
る
か
ら
、
作
品
ご
と
に
場
面
が
異
な
る

に
伴
っ
て
諺
の
出
現
も
異
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
憶
説
を
記
し
た
が
、
若
干
の
例
を
示
そ
う
。

「
刈
萱
」
の
「
身
捨
つ
る
藪
は
無
け
れ
ど
も
子
捨
つ
る
藪
は
有
る
」
は
、
弘
法
の
生
母
が
赤
子（
後
の
弘
法
）を
泣
く
泣
く
捨
て
る
場

面
で
あ
り
、
高
野
山
の
由
来
を
語
る
「
高
野
の
巻
」
に
ふ
さ
わ
し
い
諺
で
あ
る
。

「
小
栗
」「
信
徳
」
の
恋
文
の
使
い
の
場
面
で
、
女
性
が
侍
女
に
「
百
様
知
っ
て
一
様
知
ら
ず
ば
争
う
こ
と
な
か
れ
」、
使
い
の
男
が

「
夫
の
心
と
内
裏（
／
大
仏
）の
柱
は
大
き
て
も
太
か
れ
」
と
諺
を
使
う
。
ま
た
「
小
栗
」「
山
椒
」
の
一
夜
の
宿
を
請
う
場
面
で
「
旅
は

心
、
世
は
情
」「
廻
船（
／
大
船
）は
浦
が
か
り
」
の
諺
を
使
う
。
こ
れ
ら
も
場
面
特
有
な
諺
の
適
例
で
、
こ
う
し
た
場
面
が
な
い
「
刈
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萱
」
に
は
出
現
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
 

（
二
）語
り
手
に
と
っ
て
は
、
即
席
で
適
当
な
定
型
表
現
を
繰
り
出
し
な
が
ら
急
速
に
物
語
を
形
成
し
て
い
く
助
け
に
な
り
、
聞
き
手

に
と
っ
て
は
、
①
常
套
句
に
よ
る
大
ま
か
な
場
面
把
握
、
②
視
覚
性
の
喚
起
、
③
真
理
を
つ
く
表
現
へ
の
共
感
や
再
発
見
の
喜
び
、
④

繰
り
返
し
に
よ
る
高
揚
等
の
種
々
の
作
用
が
相
ま
っ
て
、
哀
れ
な
物
語
に
没
入
し
て
い
く
助
け
に
な
る
。

　

 

（
三
）定
型
表
現
は
、
簡
潔
で
効
果
的
と
い
う
利
点
が
あ
る
が
、
擦
切
れ
て
陳
腐
な
常
套
句
に
堕
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
慣

用
句
「
玉
の
屋
形
」「
身
二
つ
に
な
る
」
等
は
、
作
ら
れ
た
当
初
は
視
覚
的
な
実
感
を
伴
っ
た
洒
落
た
表
現
だ
っ
た
ろ
う
が
、
無
造
作
に

使
わ
れ
る
こ
と
で
そ
う
し
た
効
果
は
消
え
去
っ
て
い
る
。

四
．
ま
と
め

説
経
「
刈
萱
」
の
二
種
類
の
本
文
で
諺
・
慣
用
句
を
収
集
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
解
明
で
き
た
。

① 

諺
は
二
十
七
種
、
慣
用
句
は
八
十
六
種
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
繰
り
返
し
出
現
す
る
も
の
も
あ
る
。
三
種
の
注
釈
書
に
は
注

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
例
が
か
な
り
あ
る
。

② 

底
本
に
よ
る
有
無
と
形
態
の
違
い
が
か
な
り
あ
る
。

③ 

「
説
経
ら
し
い
語
り
口
」
の
一
面
と
し
て
迫
力
あ
る
表
現
や
印
象
深
い
言
い
回
し
の
例
が
あ
る
。

④ 

諺
・
慣
用
句
な
ど
の
定
型
表
現
は
、
語
り
手
の
即
席
構
成
を
助
け
、
聞
き
手
の
理
解
と
感
動
を
促
進
す
る
。

定
型
表
現
に
つ
い
て
は
、
辞
書
的
収
集
と
そ
れ
に
基
づ
く
理
論
研
究
が
進
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
具
体
的
文
脈
に
お
け
る
機
能
の
研

究
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
刈
萱
」
一
作
品
の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
収
集
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
示
し
た
が
、
定
型
表
現
の
個
性
的
な
生
き
生
き
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し
た
運
用
に
つ
い
て
の
具
体
的
で
理
論
的
な
考
察
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
舞
台
と
し
て
の
高
野
山
、
主
人
公
刈
萱
の
道
心
聖
と
い
う
有

り
様
と
の
切
り
結
び
も
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）古
態
の
五
説
経
が
何
を
指
す
か
は
諸
説
あ
り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
四
作
品
は
問
題
な
い
が
、
残
る
一
つ
が
確
か
で
な
い
。
説
経
は
野
外
の
語
り
物
芸
能

か
ら
劇
場
に
進
出
し
て
、
浄
瑠
璃
風
の
説
経
浄
瑠
璃
に
変
質
し
独
自
性
を
失
う
。
そ
れ
以
前
の
古
態
の
説
経
を
見
分
け
る
特
徴
は
、
①
冒
頭
の
本
地
語
り
、

②
接
続
助
詞
「
て
に
」、
③
六
段
で
な
く
上
中
下
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）芸
能
史
・
文
学
史
の
研
究
業
績
に
つ
い
て
は
、
信
多
純
一（
一
九
九
九
）は
、
芸
能
史
・
書
誌
・
文
学
史
・
宗
教
性
な
ど
総
合
的
で
貴
重
情
報
が
多
い
。
そ

の
他
は
「
参
考
文
献
」
も
参
照
。

（
3
）説
経
「
刈
萱
」
と
高
野
山
の
時
宗
聖
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
武
夫（
一
九
七
三
）の
「
第
四
章
『
か
る
か
や
』
と
聖
の
世
界
」
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

（
4
）諺
・
慣
用
句
な
ど
定
型
表
現
に
関
す
る
理
論
研
究
と
し
て
は
、
土
屋
智
行（
二
〇
〇
九
）に
、
外
国
文
献
や
宮
地
裕（
一
九
八
五
）「
慣
用
句
の
周
辺
―
連
語
・

こ
と
わ
ざ
・
複
合
語
―
」『
日
本
語
学
』
４（
六
二
〜
七
五
頁
）と
批
判
論
文
を
紹
介
し
て
自
ら
の
分
類
を
示
し
て
い
る
。
参
考
文
献
も
充
実
し
て
い
る
。

（
5
）武
田
勝
昭（
一
九
九
六
）は
、
リ
ー
ド
文
に
お
い
て
「
言
語
学
は
、
こ
と
ば
の
運
用
面
へ
と
視
野
を
広
げ
つ
つ
あ
る
。「
こ
と
わ
ざ
」
研
究
に
お
い
て
も
、
単

な
る
テ
ク
ス
ト
分
析
に
止
ま
ら
ず
、
こ
と
わ
ざ
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
に
も
ど
し
た
言
語
運
用
の
視
点
か
ら
の
研
究
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
強

調
し
、
六
章
で
こ
と
わ
ざ
の
文
脈
付
き
収
集
の
世
界
的
う
ね
り
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
土
屋
智
行（
二
〇
〇
九
）も
末
尾
「
今
後
の
展
望
」
で
、
慣
用
句

と
こ
と
わ
ざ
の
中
間
に
あ
る
表
現
の
分
析
が
必
要
と
し
て
具
体
例
を
上
げ
て
か
ら
、「
定
型
表
現
の
下
位
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
違
い
は
、
形
式
的
意
味
的
特
徴
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に
限
ら
ず
生
起
す
る
文
脈
に
大
き
な
違
い
が
現
れ
る
」
と
し
て
、
文
脈
に
わ
た
る
分
析
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

参
考
文
献

 

〈
調
査
対
象
＝
本
文
と
諺
注
記
に
つ
い
て
〉

 

『
説
経
節
』（
一
九
七
三
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）

 

『
説
経
集
』（
一
九
七
七
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

 

『
古
浄
瑠
璃
・
説
経
集
』（
一
九
九
九
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

 

〈
説
経
関
係
の
著
書
論
文
〉

岩
崎
武
夫（
一
九
七
三
）『
さ
ん
せ
う
太
夫
考　

中
世
の
説
経
語
り
』（
平
凡
社
）

山
本
吉
左
右（
一
九
八
八
）『
く
つ
わ
の
音
が
ざ
ざ
め
い
て　

語
り
の
文
芸
考
』（
平
凡
社
）

信
多
純
一（
一
九
九
九
）「
近
世
初
期
の
語
り
物
」『
古
浄
瑠
璃　

説
経
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
五
一
〜
五
八
一
頁
）

 

〈
言
語
研
究
の
著
書
論
文
〉

宮
地
裕（
一
九
八
二
）『
慣
用
句
の
意
味
と
用
法
』
明
治
書
院

宮
地
裕（
一
九
八
五
）「
慣
用
句
の
周
辺
―
連
語
・
こ
と
わ
ざ
・
複
合
語
―
」『
日
本
語
学
』
一
月
号　

明
治
書
院（
六
二
〜
七
五
頁
）

武
田
勝
昭（
一
九
九
六
）「「
こ
と
わ
ざ
学
」
の
展
望
」『
月
刊
言
語
』
七
月
号　

特
集
「
こ
と
わ
ざ
学
の
す
す
め
」
大
修
館
書
店（
二
一
〜
二
七
頁
）

土
屋
智
行（
二
〇
〇
九
）「
日
本
語
定
形
表
現
の
体
系
的
分
類
に
向
け
て
：
特
に
辞
書
記
述
に
基
づ
く
慣
用
表
現
と
こ
と
わ
ざ
の
分
析
を
中
心
に
」『
言
語
科
学

論
集
』　

一
五
号　

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
言
語
科
学
講
座（
五
五
〜
七
七
頁
）

 

〈
柏
原
卓
の
関
係
論
文
〉

 46 



柏
原
卓（
二
〇
〇
四
）「
紀
州
関
連
の
古
説
経
に
み
る
文
体
特
徴
」『
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
二
四
号（
二
九
〜
四
八
頁
）

次
の
二
点
は
論
文
中
で
参
照
し
て
い
な
い
が
、
諺
の
具
体
に
視
野
を
広
げ
、
諺
の
文
脈
付
き
収
集
の
方
法
面
で
基
礎
と
な
っ
た
。

柏
原
卓（
二
〇
二
〇
）「
日
韓
の
文
芸
に
お
け
る
諺
使
用
」『
韓
国
文
化
研
究
』
別
冊
第
三
号　

韓
国
文
化
学
会（
三
三
〜
四
〇
頁
）

柏
原
卓（
二
〇
二
二
）「
パ
ン
ソ
リ
『
春
香
伝
』
中
の
諺
―
そ
の
使
用
と
変
容
―
」『
東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
諺
と
慣
用
句
の
研
究　

甲
南
大
学
総
合
研
究
所

叢
書
一
四
五
』
甲
南
大
学
総
合
研
究
所（
全
六
二
頁
。
分
担
一
九
〜
三
二
頁
）（
も
と
、
二
〇
二
〇
年
七
月
ト
ル
コ
で
リ
モ
ー
ト
開
催
の
中
部
東
部
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
韓
国
学
会
国
際
学
術
大
会
へ
の
韓
国
語
に
よ
る
発
表
論
文
を
、
甲
南
大
学
総
合
研
究
所
二
〇
一
九
〜
二
〇
年
度
研
究
チ
ー
ム
成
果
報
告
書
＝
研
究

所
叢
書
一
四
五
の
た
め
に
日
本
語
訳
し
た
も
の
）
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